
               2015 年 7 月 

   主題 

国際会長   「信念のあるミッション（使命・目標）」          会 長  亀野 貞                     

アジア地域会長「愛をもって奉仕しよう」                副会長  千賀直道 

西日本区理事 「あなたならできる！きっとできる」           書 記  薦田正男                    

中部部長   「踏み出そう 次の一歩のための一歩を」         会 計  佐脇康弘 

クラブ会長  「ワイズで学び ワイズで奉仕」             直前会長 薦田正男  

 

今月の聖句 

 「すべての人を一つにしてください」       

                     ヨハネによる福音書 １７章２１節                                            

  

        7 月例会案内 

日 時 7 月 8日(水) １9 時～ 

会 場 アスト津 2F みやび 

司 会 千賀直道君 

開会点鐘 

ワイズソング斉唱 

会長挨拶             会長 

総会   事業報告・会計報告 

     会長引き継ぎセレモニー 

亀野会長挨拶   

報告事項 

その他 

閉会点鐘 
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第１８回西日本区大会 

 

日時 ２０１５年６月１３日～１４日 

会場 ハイアットリージェンシー大阪 

2014～2015 西日本区理事松本武彦氏(大阪西クラブ) 

 

大会開会前に西日本区代議員会が開催され出席しま

した。次期理事に遠藤通寛氏（大阪泉北クラブ）が承

認されました。次次期理事は岩本 悟氏（熊本にし） 

大会はバナーセレモニーから始まりました。 

懇親会では他クラブのメンバーと交流することがで

きました。 

 

      第４回中部評議会 

 

日時 ６月２７日(土) １３時～ 

会場 名古屋ＹＭＣＡ5Ｆ 

参加者 薦田会長・亀野次期会長 

次期中部評議会の第１回と合同開催 

中部ＥＭＣ200 推進委員会も開催された 

 

大西部長の事業報告・会計早川氏より中部会計報告 

荒川次期部長より事業計画・会計予算報告 

部旗の引き継ぎ 

キャビネット及び中部役員の紹介がありました。 

 

中部ＥＭＣ200 推進委員会が開催されました。 

会員増のために特別例会を企画し実行してほしい。 

津クラブとしては土曜日に開催を企画してはと提案 

 

       津クラブ８月例会案内 

 

８月１２日(水）納涼例会 ゲストを招きましょう。 

 亀野会長の抱負（ＨＰより）                        

                   

2015～2016 期会長主題 

ワイズで学び ワイズで奉仕」 

津クラブ会長 亀野 貞 

 

会長挨拶：「ワイズで学び ワイズで奉仕」は、

私が４年前にワイズに入会した当時の津クラ

ブ会長主題でしたが、私にはずっと新鮮な響き

に感じています。本年度の会長主題として再び

掲げさせていただきます。 

本年の活動として、ワイズメンバーとして必須

の基礎知識を諸先輩から吸収しつつ、メンバー

ひとりひとりが津クラブの重要メンバーであ

ることを意識して奉仕活動、ファンド事業等に

あたっていきます。 

家庭や仕事を大切にし、時間や体力面での制約

のなかでワイズ活動への実際参加、心的参加を

問わず全員参加のクラブ運営を意識していき

たいと思います。 

 

       いざたて 

 

１. いざたて  心あつくし 

手を挙げ  誓あらたに 

われらの  モットー 守る 

ふさわし  その名ワイズメン 

絶えせず  目当て望み 

この身を  捧げ尽くさん 

 

２. 歌えば   心ひとつに 

友がき   広がり行きて 

遠きも   近きも皆 

捧げて   たつやワイズメン 

栄と    誉れ豊か 

まことは  胸にあふれん 

 

支援の火を消さない様に 

継続して支えて行きまし

ょう。 


